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ｔｏｍｏちゃん
4コマ漫画スタート！
ｔｏｍｏちゃん

4コマ漫画スタート！
　文京学院のキャラクター、
tomoちゃんを広く知ってい
ただくことを目的に、今月号
からtomoちゃん4コマ漫画
を連載します。担当は、本校
CIP（コミック・イラストレー
ション・ピクチャーブック）
部の高校生たち。自ら企画か
ら制作までこなした第1回で
す。試験の都合で、掲載をお
休みする号もあるかもしれ
ませんが、どうぞ温かく見守
り、応援をよろしくお願いい
たします。詳細は「tomoち
ゃんブログ」で検索を。

Green Spirits
松
村
和
子

　

中
学
サ
ッ
カ
ー
部
と
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
関
東
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。
一
足
早
く
行
わ
れ
た
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
関
東
大
会
で
は
、
見
事
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。 サ
ッ
カ
ー
部
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
大
活
躍
！

3
キ
ャ
ン
パ
ス
入
学
式
盛
大
に

関東大会予選・共栄学園戦で熱い闘い
（写真提供＝バレーボール部保護者）

橋
本
さ
ん　

表
彰
状
を
胸
に

中
学
サ
ッ
カ
ー
部
初
の
「
関
東
大
会
」
へ
！

高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
「
関
東
大
会
準
優
勝
」
！

　

4
月
5
日　

中
学
校

　

都
内
女
子
校
で
初
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
認
定
を
文
部
科
学
省
か
ら
受
け
て
い
る
本
校
と
、
科
学

分
野
で
教
育
提
携
を
結
ぶ
タ
イ
王
国
プ
リ
ン
セ
ス
・
チ
ュ
ラ
ボ
ー
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

（
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）・
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
校
（
以
下
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
の
生
徒
・
教
員
が
両
校

の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
来
校
し
ま
し
た
。

高
校

Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）便
り
⑬

大
学

高
校

大
学

大
学

ア
ー
ス
デ
イ
東
京
２
０
１
４

タ
イ
王
国
か
ら
１４
名
が
来
校

文
京
学
院
生
が
野
菜
代
行
販
売

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
来
校

４
月
２１
日

サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ェ
ア

４
月
２２
日

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が

　

課
外
授
業

４
月
２３
〜
２５
日

　

４
月
21
日
、Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
一
行

14
名（
生
徒
10
名
、教
員
４
名
）

が
本
校
に
到
着
。
佐
藤
芳
孝
校

長
、
南
部
和
彦
中
学
代
表
は
じ

め
多
く
の
教
員
が
一
行
を
出
迎

え
て
、挨
拶
と
学
校
紹
介
を
行

い
、１
年
理
数
ク
ラ
ス
の
生
物

の
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
着
物
着
付
け
体
験

を
楽
し
み
、
日
本
文
化
に
触
れ

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
サ
イ
エ
ン
ス
・

フ
ェ
ア
」
を
実
施
。
午
前
は
、

サ
イ
エ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
称
し
て
、
４
科
目
５
分
野

（
物
理
・
化
学
・
材
料
化
学
・

数
学
・
情
報
）
の
大
学
教
授
を

招
き
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
生
徒
10

名
と
、
本
校
高
２
・
３
年
理
数

ク
ラ
ス
87
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

学
び
た
い
科
目
を
選
択
し
、
次

の
教
授
の
講
義
や
実
験
に
参
加

し
ま
し
た
。
★

東
邦
大
学
理
学

部
化
学
科
・
菅

井
俊
樹
准
教
授

★
工
学
院
大
学

工
学
部
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
学

科
・
木
村
雄
二

教
授
★
本
学
経

営
学
部
経
営
学

科
・
喜
多
見
康

教
授
★
東
京
理

科
大
学
理
学
部

数
学
科
・
清
水

克
彦
教
授
★
お
茶

の
水
女
子
大
学
理

学
部
物
理
学
科
・

森
川
雅
博
教
授
。

　

各
教
室
で
の
講

義
・
実
験
は
ほ
ぼ

全
て
英
語
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

両
校
の
生
徒
は
楽
し
み
な
が
ら

熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
。
両
校
合
わ
せ
て
、

約
35
テ
ー
マ
の
英
語
の
ポ
ス

タ
ー
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
い
っ
ぱ
い
に
記
さ

れ
た
実
験
デ
ー
タ
の
図
や
グ

ラ
フ
の
他
、
補
足
の
フ
ァ
イ

ル
資
料
を
基
に
、
両
校
の
生

徒
た
ち
は
個
々
の
研
究
成
果

を
一
生
懸
命
に
発
表
し
ま
し
た
。

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
講
師
を
務
め
た
各
大
学
教

授
も
発
表
を
聞
き
、
終
了
後

の
講
評
で
生
徒
た
ち
の
健
闘

を
称
え
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
の
ウ
エ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

両
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
代

表
的
な
踊
り
や
歌
を
披
露
。

本
校
は
、
ソ
ー
ラ
ン
節
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日

本
文
化
紹
介
の
一
環
と
し
て
習

字
・
あ
や
と
り
・
折
り
紙
・
空

手
な
ど
を
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
生
徒
た

ち
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
科
学
未
来
館
、

清
水
建
設
技
術
研
究
所
な
ど

を
見
学
。
４
日
目
は
、
本
校

と
教
育
協
定
を
結
ぶ
工
学
院

大
学
ツ
ア
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
六
義
園
散
策

後
に
浅
草
を
観
光
。
日
本
で

の
５
日
間
を
満
喫
し
た
Ｐ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
一
行
は
、
さ
ら
な
る
本

校
と
の
交
流
を
希
望
し
て
、

帰
国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

ア
ー
ス
デ
イ

元気な１年生たち

野菜代行販売に燃えるメンバー
（左から２人目が徳野さん）

　

日
本
最
大
級
、
市
民
に
よ
る

地
球
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ア
ー

ス
デ
イ
東
京
２
０
１
４
」
が
、

「
こ
の
地
球
（
ほ
し
）
の
声
に

耳
を
す
ま
そ
う
。」
を
テ
ー
マ
に
、

４
月
19
・
20
日
、
代
々
木
公

園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ．
Ｗ．
ニ
コ
ル
氏
を
実
行
委

員
長
と
し
て
、
毎
年
２
日
間
で

10
万
人
が
来
場
す
る
同
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
。
今
年
は
、
様
々

な
社
会
的
課
題
に
取
り
組
む

54
企
画
と
別
日
程
８
企
画
が

揃
い
、
他
に
80
を
越
え
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
、
30
を

越
え
る
協
賛
企
業
が
ブ
ー
ス
を

出
展
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

今
年
は
「
ア
ー
ス
デ
イ
東
京
」

史
上
、
最
大
規
模
を
誇
る
４
０

０
を
越
え
る
出
店
ブ
ー
ス
数
と

な
り
ま
し
た
。
本
学
環
境
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
の
学
生
た

ち
は
、
福
島
の
原
発
事
故
に
よ

り
風
評
被
害
を
受
け
た
郡
山
市

逢
瀬
町
の
農
家
の
方
々
が

生
産
す
る
野
菜
代
行
販
売

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
大
活

躍
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
細
谷
貴
史
さ

ん
、
星
野
麗
音
さ
ん
、
高

橋
孟
子
さ
ん
ら
も
駆
け
つ

け
、
後
輩
を
激
励
し
ま
し

た
。

　

同
ブ
ー
ス
代
表
の
徳
野

朱
里
さ
ん（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
社
会
学
科
３
年
）は
、

授
業
の
一
環
で
あ
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
タ
デ
ィ
ズ
で
、国
際
青
年

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「A

SEED 
JAPAN

」で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
ご
縁
で
、
同
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
企
画

し
た
「
ワ
カ
モ
ノ
×
ミ
ラ
イ
」

ブ
ー
ス
の
装
飾
を
担
当
。「
そ

の
一
角
で
、
私
た
ち
学
生
が
野

菜
の
代
行
販
売
を
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
文
京
学
院
ブ
ー

ス
は
、
み
ん
な
が
作
っ
て
く
れ

て
、
仲
間
の
あ
り
が
た
さ
を
実

感
し
ま
し
た
！
」
と
感
謝
。

　

高
校
時
代
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
興
味
が
あ
っ
た
徳
野

さ
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
チ
ャ

ン
ス
に
恵
ま
れ
ず
、
文
京
学
院

生
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
一
念
発
起
し
、
環
境
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
に
入
り
ま
し
た
。

「
２
年
生
で
中
山
ゼ
ミ
に
入
っ

て
か
ら
、
も
う
こ
こ
で
の
活
動

に
ド
ッ
プ
リ
と
は
ま
り
ま
し
た
！

　

今
で
は
大
学
生
活
が
本
当
に

充
実
し
て
い
ま
す
！
」
と
輝
く

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

同
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
谷
戸
蘭
さ
ん

は
、「
日
本
の
若
者
の
80
％
は
、

日
本
の
未
来
を
良
く
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
さ
ら

に
そ
の
80
％
は
自
分
の
活
動
で

は
世
界
は
変
え
ら
れ
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
決
し
て

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
若
者

の
力
で
未
来
は
変
え
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
た
く
て
、
こ

の
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。
文

京
学
院
生
の
活
動
は
素
晴
ら
し

く
て
、
お
誘
い
し
て
良
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
度
、
学

生
の
皆
さ
ん
が
挑
戦
し
て
い
る

田
植
え
に
も
参
加
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。『A

SEED 
JAPAN

』
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
運

営
・
経
営
に
も
大
学
生
が
関
わ

れ
る
こ
と
が
特
色
で
す
。
現
在
、

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
期
待
し

ま
す
」。

　

文
京
学
院
ブ
ー
ス
か
ら
は
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！　

福

島
野
菜
、
お
い
し
い
で
す
よ
！
」

の
元
気
な
声
が
絶
え
間
な
く
響

き
渡
り
、
多
く
の
来
場
者
が
野

菜
を
購
入
。
一
期
一
会
の
相
手

に
、
学
生
一
同
、
心
を
込
め
て

対
応
し
ま
し
た
。

　

本
学
教
員
陣
に
よ
る
「
総
合

研
究
所
共
同
研
究
発
表
会
」
が

５
月
10
日
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
採
択
さ
れ
、

１
年
間
に
わ
た
り
共
同
研
究
に

取
り
組
ん
で
き
た
21
チ
ー
ム
の

各
代
表
が
４
会
場
で
本
学
関
係

者
を
前
に
、
研
究
成
果
や
課
題

な
ど
に
つ
い
て
発
表
。

　

例
え
ば
中
山
智
晴
人
間
学
部

教
授
は
、
小
泉
博
明
外
国
語
学

部
教
授
を
主
任
研
究
者
、
島
田

　

子
学
園
長
は
じ
め
７
名
を
研

究
分
担
者
と
す
る
チ
ー
ム
の
代

表
と
し
て
、「
人
間
共
生
学
の

構
築
と
展
開
Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に

発
表
。
こ
れ
は
、
本
学
の
建
学

の
精
神
で
あ
る
「
共
生
」
と
は

何
か
に
つ
い
て
問
い
直
す
研

究
で
、
地
球
規
模
で
の
課
題
を

取
り
上
げ
、
そ
の
解
決
を
図
る

共
生
の
思
想
や
、
人
権
思
想
の

方
向
づ
け
を
行
う
も
の
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
「
人
間

共
生
学
」
を
構
築
し
、
そ
の
研

究
成
果
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

本
学
に
お
い
て
「
共
生
の

心
を
育
む
教
育
の
推
進
」

を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

　

各
会
場
の
司
会
は
、
櫻

山
義
夫
同
研
究
所
所
長
・

外
国
語
学
部
教
授
は
じ
め

各
学
部
長
。

　

川
邉
信
雄
学
長
も
、
共

同
研
究
者
に
よ
る
「
マ
ン
ガ
・

ア
ニ
メ
に
み
る
日
本
文
化
」
に

続
き
、「
日
本
と
ト
ル
コ
の
経

済
関
係
」
を
テ
ー
マ
に
最
終
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
各
発
表
の

後
に
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
各
研
究
内
容
が

深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

共同研究者と共に質疑応答に臨む川邉学長

「GreenSpirits」

松村 和子 副学長

「
総
合
研
究
所
共
同
研
究
発
表
会
」
活
発
に

プロが支えるふじみ野での学び

　

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

看
護
学
科
の
新
設
で
、

一
層
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

の
緑
も
濃
く
な
り
、
授

業
も
前
期
の
半
ば
に
差

し
掛
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
よ
り
、
思

い
が
け
な
く
副
学
長
と

い
う
重
責
を
拝
命
し
、

右
往
左
往
し
て
い
ま
す

が
、
無
事
に
学
年
暦
が

進
行
し
て
お
り
ま
す
の
も
、

ひ
と
え
に
皆
様
方
の
お

力
の
賜
物
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ

ス
の
特
色
は
、
２
学
部

の
若
い
学
生
だ
け
で
は

な
く
、
時
に
は
併
設
幼

稚
園
の
園
児
た
ち
、「
ふ

ら
っ
と
文
京
」
に
集
う

２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と

保
護
者
の
皆
さ
ん
、「
地

域
連
携
セ
ン
タ
ーBIC-

S

」
に
来
ら
れ
る
様
々

な
年
代
の
方
々
な
ど
、

集
う
人
た
ち
が
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。　

　

こ
の
方
々
の
安
全
と
快
適
な

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
は
、
学
生

の
勉
学
を
支
え
る
教
員
に
加
え

て
、
各
部
署
の
事
務
局
、
バ
ス

の
運
行
、
学
生
食
堂
の
運
営
、

健
康
管
理
、
清
掃
そ
の
他
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
そ
の
道
の

プ
ロ
の
方
々
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の

関
係
者
の
皆
様
が
、
滞
り
な
く

毎
日
を
過
ご
せ
る
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
最
善
を
尽
く
す

方
々
の
努
力
と
連
携
に
よ
っ
て

だ
と
思
い
ま
す
。
な
に
か
困
難

な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

忌
憚
な
く
意
見
を
述
べ
合
い
、

改
善
策
を
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
、
私
も
そ
の
一
員
と

し
て
ご
一
緒
に
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス

の
特
色
の
二
番
目
に
は
、

学
内
の
授
業
や
国
家
試
験

に
向
け
て
の
猛
勉
強
だ
け

で
な
く
、
大
学
認
証
評
価

で
も
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
た
地
域
と
連
携
す
る
各

セ
ン
タ
ー
の
活
動
、
学
校

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
海

外
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ

な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
を
飛
び

出
し
て
実
地
で
学
習
す
る

と
い
っ
た
学
科
の
特
色
に

よ
っ
て
、
多
彩
な
学
習
形

態
を
と
る
と
い
う
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
、
日
本
の
高
等
教
育

政
策
は
、
先
の
全
学FD/

SD

で
も
話
題
に
な
っ
た

よ
う
に
、IR

（Institu
tional Research

）
を

活
用
し
て
、
教
育
の
質
保

証
を
す
る
段
階
に
来
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
多
彩

な
学
修
活
動
を
い
か
に
評

価
し
、
質
保
証
す
る
か
は
大
変

に
難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
学
教
育
は
、
日
々

進
化
す
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
。

我
々
教
職
員
一
同
が
、
少
し
で

も
よ
り
良
い
教
育
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
協
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「創立90周年記念事業募金」寄付者芳名録 平成25年（2013年）10月1日～平成26年（2014年）4月30日

【募金件数】団体9件、個人45件、合計54件　
【募 金 額】１６,６５５,２８０円
【募金総額】52,991,590円

　文京学園創立90周年を今年の10月23日に控え、温
かいご支援を受け賜りました皆様に心より感謝申し
上げます。2013年10月1日より、2014年4月30日まで
のご寄付を対象に、本紙でご芳名を掲載させていた
だきます。掲載は五十音順となります。
　なお、平成24年（2012年）4月1日に募金を開始させ
ていただきましてから、皆様から賜りました募金総
額は、2014年4月30日現在52,991,590円となります
ことをご報告させていただきます。

　団体　
あやめ会/おしゃれＢｕｎｋｙｏ/外国語学部・短期大学同窓会/鏡友会/経営学部櫻澤ゼミナールOG・OB

会（櫻文会）/株式会社日本カタロゴス/ふじみ野会/文京学院校友会/三医志会

　個人　
青木和子様/阿部征子様/阿部哲朗様/泉奈緒様/伊藤啓輔様/今村律子様/岩下佳世乃様/上野小

由里様/鵜浦裕様/大窪貴久江様/大久保久美子様/大島さおり様/小川眞由美様/川邉信雄様/公野

勉様/小竹郁子様/小林愛子様/小松博義様/小宮久枝様/齋藤さき様/坂田淳様/櫻澤仁様/佐藤克

広様/佐藤良二様/島田恭子様/島田順子様/菅原寛子様/菅原真知子様/鈴木美津子様/匠春香様

/武信秀生様/筒井勝様/椿まゆみ様/豊田江里佳様/中川早紀様/野本ヤス子様/　原さぎり様/原幸

子様/福山峰子様/星野美麗子様/町田美津子様/望月径子様/元藤陽子様/　川直美様/匿名1名

穐 蘓
ご寄付ありがとう
ございます！
心より感謝
申し上げます。

　

４
月
30
日
号
３
面
「
星
有
紀
先
生
」
の
所
属
は
、「
作

業
」
で
は
な
く
「
看
護
」
で
す
。

　

こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　

５
月
６
日
、

武
蔵
野
陸
上
競

技
場
で
開
催
さ

れ
た
「
第
19
回

全
日
本
女
子
ユ

ー
ス(

Ｕ-

15)

サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
・
東
京

都
予
選
大
会
」

に
お
い
て
、
中

学
サ
ッ
カ
ー
部

が
第
５
位
と
な

り
、
東
京
第
五

代
表
と
し
て
関

東
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

準
々
決
勝
に

て
、
ラ
イ
バ
ル
十
文
字
の
底
力

の
前
に
屈
し
、
残
り
１
枚
の
切

符
を
か
け
て
、
５
位
決
定
戦
に

挑
み
ま
し
た
。
初
戦
のFC 

Belta

戦
で
は
、
先
制
さ
れ
万

事
休
す
か
と
思
わ
れ
た
試
合
終

了
間
際
、
交
代
で
入
っ
た
清
家

桜
子
選
手
（
２
栗
）
が
同
点
ゴ

ー
ル
を
決
め
、
延
長
戦
と
な
り

ま
し
た
。
延
長
３
分
、
コ
ー
ナ

ー
キ
ッ
ク
を
渡
邉
仁
湖
選
手

（
３
栗
）
が
身
体
ご
と
押
し
込

み
、
２
―
１
で
勝
ち
越
し
、
試

合
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
第
五
代
表
決

定
戦
。
相
手
はINAC

多
摩

川
。相
手
も
関
東
出
場
を
か
け

て
、全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
き
ま

し
た
。激
し
い
試
合
と
な
り
ま

し
た
が
、
開
始
早
々
、
本
校
の

波
状
攻
撃
か
ら
、
野
田
秋
樺
選

手
（
３
桃
）
が
渾
身
の
力
を
こ

め
て
放
っ
た
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま

り
、
１
―
０
。
そ
の
後
は
一
進

一
退
の
攻
防
が
続
き
ま
し
た
が
、

走
り
勝
つ
こ
と
が
で
き
、
無
失

点
の
ま
ま
勝
利
を
つ
か
み
ま
し

た
。「
山
田
監
督
に
関
東
大
会

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
」
―
―

ピ
ッ
チ
に
立
っ
た
選
手
た
ち
の

強
い
思
い
が
、
本
校
中
学
サ
ッ

カ
ー
部
に
、
新
し
い
歴
史
を
刻

み
ま
し
た
。
関
東
大
会
は
次
の

日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
応

援
を
！

★
１
回
戦
＝VS

白
岡LSC

（
埼
玉
）、
６
月
14
日（
土
）
草

津
温
泉
本
白
根
第
五
グ
ラ
ン
ド

11
時
キ
ッ
ク
オ
フ

★
２
回
戦
＝VS

横
須
賀

シ
ー
ガ
ル
ズM

EG

（
神
奈

川
）、
６
月
15
日
（
日
）
同
グ

ラ
ン
ド
10
時
半 

キ
ッ
ク
オ
フ

　

床
爪
克
至
顧
問
談
「
草
津
で

２
勝
し
、ベ
ス
ト
８
に
な
れ
ば
、

全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま
す
。

　

山
田
ゆ
り
香
監
督
は
、
現
日

本
女
子
代
表
の
大
儀
見
優
季
選

手
、
岩
清
水
梓
選
手
と
中
学
時

代
に
、
有
吉
佐
織
選
手
と
は
大

学
時
代
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
し

て
ピ
ッ
チ
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

仲
間
が
代
表
で
活
躍
す
る
中
、

山
田
監
督
は
指
導
者
と
し
て

の
道
を
歩
み
、
本
校
中
学
サ

ッ
カ
ー
部
監
督
就
任
４
年
目

で
激
戦
の
東
京
を
勝
ち
抜
き
、

関
東
大
会
に
選
手
た
ち
を
導

き
ま
し
た
。

　

次
は
全
国
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
！
」

　

５
月
４
・
11
日
、
十
文
字

高
校
他
で
行
わ
れ
た
「
東
京

都
春
季
大
会
（
兼
関
東
大
会

予
選
）」
で
、
本
校
は
準
々
決

勝
（VS

駿
台
学
園
）、
準
決

勝
（VS

共
栄
学
園
）
と
勝
ち

進
み
、
決
勝
戦
で
下
北
沢
成

徳
に
惜
敗
。

　

そ
の
結
果
、準
優
勝
校
と
し

て
、「
第
68
回
関
東
高
校
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」（
５
月

31
日
・
６
月
１
日
、笠
松
運
動

公
園
体
育
館
・
茨
城
県
ひ
た
ち

な
か
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
）

へ
！　
21
年
連
続
22
回
目
の
関

東
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
増
穂
商
業
（
山

梨
）戦
、柏
井（
千
葉
）戦
で
と

も
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
、

２
日
目
へ
。
第
１

試
合
の
西
邑
楽

（
群
馬
）を
破
り
、

準
決
勝
・
川
崎
橘

（
神
奈
川
）
戦
で

も
勝
利
。
決
勝
の

春
日
部
共
栄
（
埼

玉
）
戦
で
１
セ
ッ

ト
を
取
り
ま
し
た

が
、本
校
は
僅
差

で
敗
れ
、
準
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
日
程
は

以
下
の
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京

都
予
選
」
で
、
６
月
22
日
に

「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」
出
場
校
が

決
ま
り
ま
す
。
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

以
下
、
そ
の
日
程
で
す
。

★
６
月
15
日（
日
）
於
・
筑
波

大
附
属
高
校
、
10
時
開
始

★
６
月
22
日（
日
）
於
・
日
本

体
育
大
学 

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
（
ベ
ス
ト
４
チ
ー
ム
）、
10

時
開
始
、
第
１
試
合
＝
準
決

勝
、
第
２
試
合
＝
決
勝
、
３
位

決
定
戦
。

保健医療技術学部／大学院保健医療科学研究科

下村教授が「福見秀雄賞」受賞

大学院保健医療科学研究科OB

橋本さんが「生物試料分析科学会」で「優秀発表賞」

中高

　下村弘治・保健医療技術学部臨床検査学
科長・教授／保健医療科学研究科教授が「第
33 回福見秀雄賞」を受賞しました。これは、
栄研化学株式会社（黒住忠夫取締役会長）
の支援のもと、公益財団法人 黒住医学研
究振興財団（中谷林太郎理事長）が、毎年

「臨床検査ならびに衛生検査領域に半生を
捧げ、技術の開発・向上に努力し、後進の
指導・育成に貢献した方々」を表彰する歴
史ある賞です。今年度は 15 名の推薦があり、

2 月 21 日の選考委員会・理事会における審議の結果、下村教授はじ
め 5 名の受賞者が決定しました。
　5 月 30 日、東京會舘で行われた贈呈式に、同賞受賞者と、「第 49
回小島三郎記念技術賞」（臨床検査ならびに衛生検査領域における検
査技術の普及・発展への功績）を受賞した 5 名が出席。同財団の河
合忠副理事長より、個々に賞状・盾・目録が贈呈されました。下村
教授は、和子夫人と共に栄えある式に臨みました。
　下村教授は「福見秀雄賞」受賞者を代表して、「名誉ある賞をいた
だき、身に余る光栄と感謝の気持ちでいっぱいです」と感謝。さらに、

「臨床検査技術の発達の過程で、多くの方々と共に仕事をし、学べた
ことは大きな幸せです。現在は、臨床検査技師がチーム医療に参画
する時代のため、さらに専門的知識と活躍が求められています。こ
れからもさらなる臨床検査領域の発達を願い、後進の育成に努めて
いきます」と抱負を述べました。

　大学院保健医療科学研究科の橋本佳祐さん（この春卒業）が、「第24
回生物試料分析科学会年次学術集会」において「優秀発表賞」を受賞
しました。
　「臨床検査の発展と地域活性化～研こう技術・活かそう知識～」
を開催テーマに、3 月 1・2 日、鈴鹿医療科学大学（三重県）で開か
れた同集会で、50 の一般演題による発表が展開されました。
　橋本さんは、「蛋白存在下における微酸性電解水の短時間殺菌能 ( 消
毒効果 ) の検討」を演題に、現在普及している次亜塩素酸による消
毒の代替として、微酸性電解水を用いる研究について発表。次亜塩
素酸は強い刺激臭があることや、物を腐敗させる問題があり、人体
にも有害です。一方で微酸性電解水は臭いも弱く、肌にも使用でき
るため、橋本さんはこの研究の有効性を予測しました。微生物研究
室（古谷信彦保健医療科学専攻主任・教授）で学んだ橋本さんは、
微酸性電解水が細菌に対してどれ位の効果があるのかという点に着
目。蛋白存在下という条件のもと、次亜塩素酸との比較検討を繰り
返しました。その結果、微酸性電解水は次亜塩素酸と同じ消毒効果
を発揮することを確認。より低コストで高パフォーマンスな微酸性
電解水は、これからの消毒液として普及に値すると考えました。
　大学の4年間を通じて、軽音楽部で楽しみながら厳しい臨床検査技

師国家試験を突破し、大学院では個々の資質を見
極めて引き上げる力ある先生方の指導により、今
回の賞を受賞。現在、橋本さんは日本鋼管病院中央
検査科に勤務していますが、技師長も文京学院の
卒業生。先輩も活躍中で、「文京学院パワー」の凄さ
を感じる日々を送っています。その中で、「マルチ
で活躍できる医療技術者になる」ことを目標に、研
鑽を積んでいます。

………………………………………………………………………………

「福見秀雄賞」受賞者
代表挨拶をする下村教授

人
間
学
部
児
童
発
達
学
科
教
授

人
間
学
研
究
科
委
員
長

副
学
長

よ
り
質
の
高
い
教
育
の
た
め
に

「関東大会」出場を決めたメンバー

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
生
徒（
右
）も
発
表

折
り
紙
を
習
う

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
生
徒（
左
）
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各
学
年
優
勝

　

★
中　

学
…
…
１
年
栗
組
、
２
年
菊
組
、
３
年
桃
組

　

★
高　

校
…
…
１
年
蘭
組
、
２
年
檜
組
、
３
年
欅
組

　

佐
藤
芳
孝
校
長
が
ブ
ル
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に
優
勝
旗
を
授
与
後
、南

部
和
彦
中
学
代
表
が
講
評
。選
手
の
み
な
ら
ず
、一
生
懸
命
任
務
遂

行
し
た
体
育
祭
実
行
委
員
一
同
に
労
い
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

　
　

グ
リ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
１
・
高
１
）…
…
…
…
２
６
０
点

　
　

レ
ッ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
２
・
高
２
）…
…
…
…
２
７
０
点

　
　

ブ
ル
ー
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
３
・
高
３
）…
…
…
…
４
３
０
点

ブ
ロ
ッ
ク
別
得
点

★
１
年
生
（
グ
リ
ー
ン
ブ
ロ
ッ

ク
）
２
６
０
点

★
２
年
生
（
レ
ッ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
）

２
７
０
点

★
３
年
生
（
ブ
ル
ー
ブ
ロ
ッ
ク
）

４
３
０
点

★
サ
ブ
＝
（
目
立
つ
よ
う
に
）

各
学
年
優
勝

★
中
学
＝
１
年
栗
組
、
２
年
菊

組
、
３
年
桃
組

★
高
校
＝
１
年
蘭
組
、
２
年
檜

組
、
３
年
欅
組

　

佐
藤
芳
孝
校
長
が
優
勝
旗
を

授
与
後
、
南
部
和
彦
中
学
代
表

が
講
評
。
選
手
の
み
な
ら
ず
、

一
生
懸
命
任
務
遂
行
し
た
体
育

祭
実
行
委
員
一
同
に
労
い
の
言

葉
を
か
け
ま
し
た
。

　

本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、「
学
ぶ
意
欲
」
の
あ
る
全
て
の
方
々
を
対
象
に
、
多
種
多
様
な
講

座
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
１
年
間
の
学
習
を
通
し
て
大
学
生
活
を
楽
し
む
「
文
京

生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」
は
今
年
13
期
を
迎
え
、
毎
年
、
募
集
人
数
を
超
え
る
人
気
の
講
座
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
も
53
名
の
受
講
生
が
、
新
た
な
学
び
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
永
年
、
同
講
座
を
継
続
受
講
さ
れ
て
い
る
４
人
の
方
々
、
島
田　

子
同
セ
ン
タ
ー
所

長
・
理
事
長
・
学
園
長
、
同
セ
ン
タ
ー
新
旧
職
員
に
「
文
京
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」
の
魅
力
に
つ
い
て
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
ご
出
席
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　
―
―
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

歴
史
に
つ
い
て
。

　

島
田　

生
涯
学
習
の
方
法
と

し
て
は
、
大
学
に
改
め
て
入
学

す
る
、
科
目
等
履
修
生
と
し
て

学
ぶ
な
ど
の
方
法
が
あ
る
の
で

す
が
、「
色
々
な
こ
と
を
幅
広

く
学
び
た
い
」
と
い
う
ご
要
望

に
お
応
え
す
る
べ
く
、
平
成
８

年
に
本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
あ

た
り
研
究
・
調
査
を
し
た
と
こ

ろ
、
世
田
谷
区
で
生
涯
カ
レ
ッ

ジ
の
ス
タ
イ
ル
で
30
年
近
く

や
っ
て
い
る
例
が
あ
り
、
そ

れ
を
参
考
に
、
本
学
の
先
生

方
の
力
を
活
か
せ
る
講
座
、

外
部
の
先
生
方
か
ら
学
べ
る

講
座
を
始
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
卒
業
生
に
声
掛
け
し

て
、
十
数
人
で
ス
タ
ー
ト
。
受

講
生
の
方
々
が
何
を
学
び
た
い

と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
を

リ
サ
ー
チ
し
、
講
座
を
増
や
し

て
い
き
ま
し
た
。
講
座
を
組
む

に
当
た
っ
て
は
、
バ
ラ
ン
ス
が

大
事
。
心
の
栄
養
に
な
る
も
の
、

現
代
や
科
学
を
知
る
も
の
な
ど

幅
広
く
教
養
が
身
に
つ
く
講
座

を
整
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
「
継
続
学
習
を
し
た
い
」
と

い
う
受
講
者
の
ご
希
望
に
お
応

え
し
て
、
１
年
間
の
「
文
京
生

涯
カ
レ
ッ
ジ
」
を
継
続
し
、
お

陰
様
で
受
講
者
数
は
順
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。

　
―
―「
文
京
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」

受
講
の
き
っ
か
け
を
。

　

川
崎　

地
下
鉄
の
駅
に
設
置

さ
れ
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

た
ま
た
ま
見
て「
い
い
な
」と
感

じ
ま
し
た
。夜
、恐
る
恐
る
電
話

を
し
た
と
こ
ろ（
笑
）、　

橋
さ

ん
が
出
ま
し
た
。色
々
な
質
問

に
答
え
て
く
だ
さ
り
、「
実
は
男

性
が
少
な
い
。良
か
っ
た
ら
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
お

誘
い
を
受
け
ま
し
た（
笑
）。話

し
て
い
る
う
ち
に「
仕
事
と
は

別
に
、自
分
の
生
活
を
変
え
る

の
も
い
い
」と
感
じ
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
に
お
け
る
言
動
に

は
、常
に
そ
の
人
な
り
の
思
想

が
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
、そ
れ
を
良
い
形
で
深
め

て
蓄
え
た
い
と
考
え
て
受
講
を

決
め
ま
し
た
。

　

中
山　

学
校
を
卒
業
後
、
30

年
以
上
商
売
の
道
を
歩
ん
で
き

ま
し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
の

情
報
は
得
て
い
ま
し
た
が
、
新

し
い
「
知
識
」
を
吸
収
す
る
チ

ャ
ン
ス
が
な
く
て
、
段
々
自
分

が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
く
よ
う

な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
時

期
に
、
新
聞
の
チ
ラ
シ
で
こ
の

講
座
を
知
り
ま
し
た
。
自
宅
が

近
い
た
め
受
講
を
決
め
ま
し
た
。

　
松
本　
選
ん
だ
理
由
は
二
つ
。

60
歳
に
な
っ
た
ら
習
い
事
を
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
書
道
」「
英
会
話
」「
原
始
仏

教
」の
学
校
は
す
ぐ
に
決
ま
り

ま
し
た
。少
し
で
も「
教
養
」が

身
に
つ
け
ば
と
思
い
、色
々
な

大
学
の
生
涯
学
習
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
取
り
寄
せ
ま
し
た
。最

終
的
に
文
京
学
院
と
も
う
１
大

学
、ど
ち
ら
を
取
る
か
で
迷
い

ま
し
た
。こ
の
２
大
学
以
外
は

全
て
能
動
型
で
、自
分
の
意
志

で
講
義
を
選
ぶ
形
で
す
。と
い

う
こ
と
は
好
き
嫌
い
が
出
て
、

自
分
の
好
み
の
も
の
し
か
学
ば

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
も
、
２
大
学
は
受
動
型
。

つ
ま
り
、
好
き
嫌
い
に
関
わ
ら

ず
一
方
的
に
学
ば
さ
れ
る
訳
で

す
（
笑
）。
例
え
ば
、
文
京
学

院
で
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
に

つ
い
て
学
ぶ
講
義
が
あ
り
ま
し

た
が
、
選
択
制
で
あ
れ
ば
き
っ

と
受
け
て
い
な
か
っ
た
（
笑
）。

も
う
１
大
学
は
事
前
説
明
・
講

義
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
文
京

学
院
は
な
か
っ
た
（
笑
）。
連

絡
を
し
た
と
こ
ろ
、　

橋
さ
ん

が
講
義
の
見
学
を
さ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
が
、
始
ま
る
前

の
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
と
て
も

和
や
か
で
、
皆
さ
ん
、
と
て
も

楽
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
。「
あ
、

講
義
を
聞
か
な
く
て
も
、こ
こ

で
い
い
！
」と
思
い
ま
し
た（
笑
）。

　
　

橋　

松
本
さ
ん
が
５
分
ぐ

ら
い
で
ク
ラ
ス
か
ら
出
て
来
ら

れ
た
の
で
、「
あ
あ
、
駄
目
だ

っ
た
ん
だ
な
」
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
即
、
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
安
心
し
ま

し
た
（
笑
）。

　

松
本　

こ
の
和
や
か
な
ム
ー

ド
は
、　

橋
さ
ん
が
作
っ
て
こ

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を

大
橋
さ
ん
が
継
続
し
て
い
か
れ

る
訳
で
す
ね
。

　

大
橋　

は
い
、
頑
張
り
ま
す

（
笑
）！

　

中
山　

そ
れ
に
加
え
て
、
私

は
島
田
理
事
長
の
存
在
が
大
き

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
丸
11

年
間
、
島
田
理
事
長
の
講
義
を

受
け
、
懇
親
会
で
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
誰
で
も
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
る
心
の
広
さ
、

温
か
さ
に
触
れ
る
た
び
に
感
動

し
て
い
ま
す
。

　

高
橋　

皆
さ
ん
か
ら
の
感
想

文
に
も
、「
理
事
長
が
個
々
に

接
し
て
く
だ
さ
っ
て
う
れ
し
い
」

「
他
の
大
学
で
は
在
り
得
な
い
」

等
々
理
事
長
称
賛
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

島
田　

ま
あ
！　

大
変
恐
縮

で
す
（
笑
）
！　

皆
様
お
一
人

お
ひ
と
り
が
大
切
で
す
か
ら
、

そ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

松
本　

さ
て
、
も
う
ひ
と
つ

は
、
学
外
学
習
の
素
晴
ら
し
さ

で
す
。
例
え
ば
「
旧
安
田
楠
雄

邸
庭
園
」「
江
戸
城
跡
」「
東
洋

文
庫
」
な
ど
、
普
段
は
行
か
な

い
場
所
の
見
学
。
こ
れ
は
ぜ
ひ

続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

石
橋　

全
部
言
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
（
笑
）。
子
ど
も
二

人
が
大
学
生
に
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
専
門
分
野
に
進
ん
だ
こ
と
で
、

家
庭
の
中
で
色
々
な
話
題
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
内

容
を
よ
く
理
解
で
き
ず
に
、
ひ

と
り
取
り
残
さ
れ
た
気
持
ち
で

し
た
。
そ
こ
で
「
私
も
勉
強
し

た
い
！
」と
思
っ
た
の
で
す
が
、

主
婦
で
す
か
ら「
通
学
時
間
が

短
い
」「
早
め
に
帰
宅
で
き
る
」

「
家
族
が
外
に
出
て
い
る
平
日

に
学
べ
る
」と
い
う
条
件
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
新
聞
を

開
い
た
時
に
「
文
京
生
涯
カ
レ

ッ
ジ
」の
広
告
が
パ
ッ
と
目
に

飛
び
込
ん
で
き
て
、東
京
生
ま

れ
の
東
京
育
ち
で
す
か
ら
文
京

学
院
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
の

で
、す
ぐ
に「
こ
こ
に
行
こ
う
！
」

と
思
い
ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
、自

分
が
興
味
あ
る
も
の
と
無
い
も

の
は
一
目
瞭
然
で
し
た
が
、

「
何
で
も
学
ぼ
う
！
」と
い
う
意

識
で
い
ま
し
た
の
で
、１
年
目

は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。当
時
、

仕
事
も
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

２
年
目
は
少
々
欠
席
気
味
に
な

り
、３
年
目
は
お
休
み
し
た
の

で
す
が
、４
年
目
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
見
て
、興
味
あ
る
科
目

ば
か
り
で
し
た
の
で
、１
年
間

の
お
休
み
を「
も
っ
た
い
な
か

っ
た
！
」と
思
い
、４
年
目
か
ら

再
度
出
席
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
「
知
る
こ
と
は
楽
し
い
」
で

す
が
、「
知
ら
な
い
こ
と
が
こ

ん
な
に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

自
体
が
楽
し
い
」
と
感
じ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
か
な
り
お
元

気
で
す
の
で
（
笑
）、
私
も
そ

う
な
り
た
い
と
思
っ
て
通
っ
て

い
ま
す
。

　
―
―
高
橋
さ
ん
の
講
座
企
画

に
関
す
る
強
い
思
い
は
ど
こ
か

ら
来
る
の
で
し
ょ
う
？

　

高
橋　

私
は
文
京
学
院
卒
業

生
で
す
か
ら
、
創
立
者
・
島
田

依
史
子
先
生
の
「
負
け
じ
魂
」

を
引
き
継
い
で
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
幸
い
、
子
ど
も
の

頃
に
沢
山
の
文
化
に
触
れ
る
経

験
が
あ
っ
た
の
が
良
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

テ
レ
ビ
、新
聞
、チ
ラ
シ
、あ

ら
ゆ
る
も
の
が「
文
京
生
涯
カ

レ
ッ
ジ
」に
繋
が
ら
な
い
か
と

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
る

つ
も
り
で
は
い
ま
す
。自
分
と

同
じ
世
代
の
方
々
が
一
生
懸
命

学
ぶ
姿
を
拝
見
し
て
、「
よ
り
良

い
企
画
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
！
」と
い
う
強
い
思
い
と
責

任
感
に
後
押
し
さ
れ
て
き
ま
し

た
。そ
れ
は
、私
の
楽
し
み
で
あ

り
励
み
で
あ
り
、生
き
甲
斐
に

な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
だ
っ
た
ら
こ
う
い
う
も
の

を
学
び
た
い
と
思
え
る
も
の
は
、

即
、
先
方
へ
直
談
判
に
行
き
ま

し
た
。
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ

っ
た
桐
山
先
生
は
、
電
車
の
吊

り
広
告
に
「
江
戸
し
ぐ
さ
」
が

出
て
い
て
、
私
も
大
変
興
味
が

あ
っ
た
た
め
講
義
を
聞
き
に
行

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん

へ
の
講
義
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

矢
後
先
生
は
、
私
も
初
め
て

東
大
総
合
研
究
博
物
館
の
存
在

を
知
っ
て
お
邪
魔
し
た
際
、
説

明
員
な
し
で
ひ
と
り
で
見
学
す

る
だ
け
で
し
た
の
で
、「
こ
ん

な
第
一
級
の
展
示
品
な
の
に
も

っ
た
い
な
い
！
」
と
感
じ
ま
し

た
。
矢
後
先
生
に
ご
連
絡
し
て
、

こ
の
企
画
を
一
緒
に
立
て
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
大
当

た
り
で
し
た
！

　

島
田　

受
講
者
の
反
応
が
直

に
わ
か
る
の
が　

橋
さ
ん
の
立

場
で
す
ね
。

　

高
橋　

は
い
、
で
す
か
ら
反

対
に
怖
い
で
す
ね
。
常
に
「
受

講
者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
な
か

っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う

不
安
と
の
闘
い
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ

て
、
良
い
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や

は
り
基
本
は
文
京
学
院
で
す
ね
。

　
島
田　
確
か
に
、
個
人
で
色
々

と
交
渉
し
て
も
難
し
く
、
大
学

の
名
前
を
出
す
こ
と
で
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

　

川
崎　
　

橋
さ
ん
の
動
き
を

見
て
い
る
と
、
必
ず
ク
ラ
ス
の

誰
か
に
声
掛
け
し
て
い
る
の
で

す
。
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
、
こ
の
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
は　

橋
さ
ん

が
作
り
あ
げ
て
、
大
橋
さ
ん
方

が
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
一
言
声

を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

学
び
に
も
生
活
に
も
張
り
が
出

て
私
た
ち
も
元
気
に
な
れ
ま
す
。

　

高
橋　

ど
ん
な
に
受
講
者
数

が
多
く
て
も
、
お
一
人
お
ひ
と

り
の
お
名
前
を
覚
え
て
、
お
名

前
で
話
し
掛
け
る
の
は
当
た
り

前
で
す
か
ら
、
必
ず
実
行
し
て

き
ま
し
た
。

　

川
崎　

毎
年
、
受
講
者
の
三

分
の
一
は
新
し
い
方
々
で
す
か

ら
、
名
前
で
の
声
掛
け
は
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
が
拝
見

す
る
に
誰
に
で
も
平
等
に
よ
く

や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
（
笑
）。

　

高
橋　

そ
う
や
っ
て
皆
さ
ん

と
会
話
す
る
こ
と
で
、
色
々
な

情
報
を
得
ら
れ
ま
す
。
本
当
に

良
い
人
生
を
歩
ん
で
い
ら
し
た

方
々
が
揃
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

松
本　

第
三
者
と
し
て
言
う

と
、　

橋
さ
ん
が
そ
の
若
さ
を

保
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
恩
恵
を
受
け
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

　

石
橋　

受
講
者
の
皆
さ
ん
、

年
齢
を
お
聞
き
し
て
エ
ッ
と
驚

く
の
で
す
が
、
と
に
か
く
お
若

い
（
笑
）
！　

そ
れ
は
や
は
り

「
学
ぼ
う
」「
学
び
た
い
」
と
い

う
意
欲
的
な
生
き
方
が
、
老
い

を
寄
せ
付
け
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

松
本　

い
く
つ
に
な
っ
て
も

好
奇
心
を
失
わ
な
い
こ
と
が
ア

ン
チ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
な
ん
で
す
。

　

中
山　

私
も
丸
11
年
通
う

中
に
は
、
様
々
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
当
然
、
皆
さ
ん
も
色
々

な
こ
と
を
背
負
い
な
が
ら
こ
こ

に
い
ら
し
て
い
る
訳
で
す
。
そ

の
中
で
、　

橋
さ
ん
が
掛
け
て

く
だ
さ
る
一
言
で
私
た
ち
は
癒

さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
修
了

式
後
の
懇
親
会
で
、
一
人
ひ
と

り
が
挨
拶
し
た
際
、
涙
ぐ
ん
で

こ
こ
に
通
う
こ
と
の
意
味
に
つ

い
て
お
話
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。
あ
〜
、
私

だ
け
で
は
な
い
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

高
橋　

８
年
間
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
過
ご
し
て
、
私
自
身
、

お
手
本
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

勉
強
だ
け
で
は
な
く
て
、
人
生

の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
含
ん
で
「
生

涯
学
習
」
な
の
で
す
ね
。

　

川
崎　

名
言
で
す
（
笑
）
！

　

島
田　

素
晴
ら
し
い
専
門
の

先
生
方
が
こ
の
世
の
中
に
は
沢

山
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
そ
の

方
々
に
ご
登
場
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

　
―
―
今
後
、
ど
の
よ
う
な
講

義
を
ご
希
望
で
し
ょ
う
か
？

　

松
本　

島
田
理
事
長
は
じ
め

ご
担
当
者
と
の
意
見
交
換
会
で
、

講
義
に
関
す
る
感
想
・
要
望
を

述
べ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

私
は
よ
く
「
受
講
者
の
ほ
と
ん

ど
が
リ
ピ
ー
タ
ー
で
す
か
ら
、

内
容
を
ど
ん
ど
ん
新
し
い
も
の

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
話
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
の
講
義
に
は
世

界
史
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
例

え
ば
、
宇
宙
が
始
ま
っ
て
か
ら

現
在
ま
で
を
時
系
列
で
書
か
れ

た
面
白
い
本
を
例
に
取
る
と
、

今
年
は
宇
宙
に
地
球
が
誕
生
す

る
ま
で
、
来
年
は
ホ
モ
サ
ピ
エ

ン
ス
が
登
場
し
て
文
明
が
生
ま

れ
る
ま
で
、
と
い
う
よ
う
に
連

続
性
・
継
続
性
の
あ
る
講
義
を

設
定
な
さ
れ
ば
、
受
講
者
は
「
来

年
も
続
き
を
聞
き
た
い
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
橋　

意
見
交
換
会
は
年
に

１
度
で
す
が
、
入
学
式
の
後
に

自
己
紹
介
を
兼
ね
た
懇
親
会
、

秋
に
次
年
度
の
要
望
を
お
聞
き

し
て
、
春
の
修
了
式
後
に
懇
親

会
と
い
う
形
で
、
皆
さ
ん
の
正

直
な
お
気
持
ち
や
ご
意
見
を
う

か
が
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
修

了
式
を
卒
業
式
と
呼
ん
で
い
た

の
で
す
が
、「
次
年
度
も
受
講

す
る
の
に
卒
業
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
？
」
と
言
わ
れ
て

名
称
変
更
し
ま
し
た
（
笑
）。

　

島
田　

一
部
の
方
か
ら
「
他

大
学
の
生
涯
学
習
で
は
、
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
制
度
を
取
り
入
れ
て
深

く
勉
強
し
て
い
る
。
深
く
学
ぶ

こ
と
も
大
事
で
は
？
」
と
い
う

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
年
は
、「
名
著
を
一
緒
に

読
む
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
方
法

を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

中
山　

以
前
、
文
京
学
院
大

学
の
中
山
智
晴
先
生
の
「
環
境

問
題
」
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時
は
ま

だ
そ
れ
に
つ
い
て
大
き
く
論
じ

ら
れ
る
世
の
中
で
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
代

に
、
１
年
間
を
通
じ
て
環
境
に

つ
い
て
学
び
、
意
識
を
高
揚
で

き
た
こ
と
は
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

島
田　

確
か
に
、
あ
の
講
座

こ
そ
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
で
し
た

ね
。
今
は
ま
さ
に
環
境
問
題
を

考
え
る
時
代
で
す
の
で
、
中
山

先
生
は
本
当
に
お
忙
し
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

中
山　

自
分
の
年
齢
を
考
え

て
、
今
は
「
健
康
」
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
、
文
京
学
院
大
学

の
川
良
徳
弘
先
生
の
「
心
音
、

心
電
図
、
そ
し
て
心
エ
コ
ー
」

の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と

て
も
新
鮮
で
し
た
。
毛
細
血
管
、

動
脈
、
静
脈
な
ど
名
前
は
知
っ

て
い
て
も
働
き
を
理
解
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、「
体
の

不
思
議
」
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
う
い
っ
た
医
学
的
な
講

義
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

島
田　

私
は
、
テ
レ
ビ
で
観

れ
ば
済
む
も
の
、
博
物
館
な
ど

で
見
学
す
る
も
の
、
大
学
内
で

学
ぶ
も
の
に
分
け
る
ほ
う
が
良

い
と
思
い
ま
す
。「
体
の
こ
と

を
知
り
た
い
」
と
の
ご
要
望
が

強
く
、
本
学
保
健
医
療
技
術
学

部
の
解
剖
学
専
門
の
樋
口
桂
先

生
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

高
橋　

は
い
、
本
当
に
お
忙

し
く
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が

大
変
で
し
た
が
、
今
年
の
講
座

の
最
終
日
に
「
カ
ラ
ダ
の
ふ
し

ぎ
カ
ラ
ダ
の
し
く
み
」
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

島
田　

本
学
で
は
こ
の
春
か

ら
「
看
護
学
科
」
を
開
設
し
ま

し
た
の
で
、
学
科
長
で
あ
る
横

田
素
美
先
生
の
「
今
も
活
き
る

Florence Nightingale

が
説

い
た
看
護
」
の
講
義
が
今
年
の

７
月
に
行
わ
れ
ま
す
。「
体
」

に
関
す
る
講
義
は
こ
れ
か
ら
体

系
的
に
企
画
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

中
山　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！　

楽
し
み
で
す
！

　　

大
橋　

去
年
１
年
間
、
皆
さ

ん
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、　

橋
さ
ん
が
退
職
さ
れ
た

後
ひ
と
り
で
入
学
式
と
、
島
田

理
事
長
の
第
１
回
講
義
「
大
哲

学
者
の
贈
り
も
の
」
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
は

り
、
皆
さ
ん
の
反
応
が
と
て
も

気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で

ホ
ッ
と
し
て
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

中
山　

第
１
回
の
講
義
の
時

の
大
橋
さ
ん
を
見
て
い
て
、

「
こ
の
雰
囲
気
に
合
っ
て
い
る
」

と
思
い
ま
し
た
よ
！

　

大
橋　

本
当
で
す
か
!?　

う
れ
し
い
で
す
！　
　

橋
さ
ん

が
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
が
あ

ま
り
に
も
偉
大
過
ぎ
て
、
そ
の

企
画
力
・
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
交

渉
力
は
と
て
も
真
似
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

皆
さ
ん
と
の
会
話
の
中
に
沢
山

の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
の
で
、
日
々
一
生
懸

命
私
な
り
に
考
え
て
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
皆
さ
ん
が
温
か
く

て
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
私
を

「
大
丈
夫
よ
！
」
と
励
ま
し
て

く
だ
さ
る
の
で
、
き
っ
と
大
丈

夫
だ
と
思
い
ま
す
（
笑
）
！

　

こ
れ
か
ら
も　

橋
さ
ん
や
皆

さ
ん
、
理
事
長
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
来
年
の

企
画
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

島
田　
　

橋
さ
ん
に
は
こ
れ

か
ら
も
運
営
委
員
、
講
座
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ

ん
に
「
文
京
学
院
の
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
受
講
生
で
良

か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
企
画
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「
文
京
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」
今
年
も
大
盛
況

生涯学習センターで多種多様な学び生涯学習センターで多種多様な学び
特 集

【
受
講
者
】

石
橋
恵
美
子
さ
ん（
４
年
目
）　

川
崎
俊
雄
さ
ん
（
８
年
目
）　

中
山
智
子
さ
ん
（
12
年
目
）　

松
本
朝
晴
さ
ん
（
４
年
目
）　

　
　
　
　
　

【
教
職
員
】

島
田　

子
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
所
長
・
理
事
長
・
学
園
長
、　

橋
幸
子
さ
ん（
外
部
運
営
委

員
）、大
橋
早
苗
さ
ん（
同
セ
ン

タ
ー
職
員
）

中山さん

焜樺

―
―
ど
の
よ
う
な
講
座
に
興
味

を
持
た
れ
ま
し
た
か
？

　

川
崎　

こ
こ
で
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
、い
か
に
知
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
「
漢

詩
」。こ
れ
ま
で
と
っ
つ
き
に
く

い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、学
べ

ば
学
ぶ
ほ
ど
奥
が
深
く
、理
解
す

る
ほ
ど
に
楽
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。「
能
」も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　

橋　

金
春
流
の
櫻
間
金
記

先
生
が
ご
担
当
で
、
実
際
に
皆

さ
ん
に
能
面
を
つ
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
ね
。

　

中
山　

ど
れ
も
初
め
て
聞
く

内
容
の
講
義
で
感
激
し
ま
し
た

が
、特
に
伊
藤
真
先
生
の「
憲
法
」

が
面
白
く
て
、１
時
間
半
が
あ

っ
と
い
う
間
に
経
ち
ま
し
た
。

憲
法
は
、私
た
ち
の
生
活
に
身

近
な
も
の
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、

こ
ん
な
に
知
ら
な
か
っ
た
と
驚

き
、そ
れ
か
ら
す
っ
か
り
と
は

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た（
笑
）。

体
力
が
続
く
限
り
受
講
し
続
け

よ
う
と
考
え
て
か
ら
、３
月
が

終
わ
る
と
す
ぐ
、４
月
に
は
次

の
申
し
込
み
を
し
て
今
年
12
年

目
で
す
が
、こ
の
間
無
知
を
知

り
、さ
ら
に「
知
る
こ
と
が
こ
ん

な
に
楽
し
い
も
の
な
の
だ
！
」

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

島
田
理
事
長
の
講
義
も
大
好

き
で
、「
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
」

と
い
う
お
話
に
共
感
し
ま
し
た
。

　

今
、
薬
膳
学
の
通
信
教
育
を

受
け
て
い
る
の
で
す
が
、「
自

然
・
体
・
社
会
と
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
事
」
と
い
う
考
え
が
、
島

田
理
事
長
の
お
話
と
ピ
ッ
タ
リ

と
合
っ
て
い
ま
し
た
！

　

島
田　

ギ
リ
シ
ャ
人
は
「
心

と
体
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
大
事
に

し
た
と
い
う
お
話
で
す
ね
。

　

中
山　

そ
う
な
ん
で
す
！　

「
手
話
」「
折
り
紙
」
な
ど
学
ぶ

チ
ャ
ン
ス
が
な
い
講
義
も
本
当

に
楽
し
か
っ
た
！　
「
心
理
学
」

の
中
で
ア
メ
リ
カ
の
ド
ラ
マ
セ

ラ
ピ
ー
の
講
義
が
あ
り
、
例
え

ば
「
本
に
な
っ
た
つ
も
り
で
物

を
言
う
」
な
ど
全
く
初
め
て
の

体
験
を
し
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル

に
な
っ
て
演
じ
合
っ
た
り
、
１

対
１
で
本
音
を
言
っ
た
り
し
て

相
手
に
共
感
し
て
涙
を
流
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
講

義
で
ク
ラ
ス
の
連
帯
感
が
生
ま

れ
、
仲
間
意
識
が
芽
生
え
た
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
根
底
に

「
学
び
た
い
」
と
い
う
意
欲
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
さ
ら
に
絆
が

強
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
文
京
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」
で

学
び
続
け
る
う
ち
に
、
知
識
は

最
終
的
に
科
学
、
経
済
学
、
文

学
な
ど
全
て
が
ひ
と
つ
に
凝
縮

す
る
と
い
う
感
覚
を
持
ち
始
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一
元
的

に
し
か
と
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た

物
事
を
、
多
元
的
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
私
自
身
が
と

て
も
豊
か
に
膨
ら
ん
だ
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
橋　

２
０
１
１
年
度
の
大

学
の
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

式
の
際
、
川
邉
信
雄
学
長
か
ら

中
山
さ
ん
と
田
沼
廣
子
さ
ん
に

10
期
の
記
念
と
し
て
、「
特
別

表
彰
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

檀
上
の
お
二
人
の
姿
を
拝
見
し

て
、
私
も
感
無
量
で
し
た
！　

学
生
か
ら
見
る
と
、「
お
母
さ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世
代
の
方

が
学
び
続
け
る
姿
」
は
、
学
生

に
と
っ
て
も
大
変
良
い
刺
激
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

石
橋　

東
大
総
合
研
究
博
物

館
の
矢
後
勝
也
先
生
の
「
チ
ョ

ウ
」
の
話
は
と
て
も
面
白
か
っ

た
で
す
！　

同
じ
く
東
大
の
松

原
始
先
生
の「
カ
ラ
ス
学
」、鶴

見
英
成
先
生
の「
古
代
ア
ン
デ

ス
を
彷
徨
う
」も
楽
し
か
っ

た
！　

勿
論
、講
義
内
容
が
素

晴
ら
し
い
の
で
す
が
、私
た
ち

の
前
で
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か

せ
て
話
す
先
生
方
の
姿
を
見
て

い
る
こ
と
、そ
の
現
場
に
い
る

こ
と
が
好
き
な
の
で
す（
笑
）！

　

高
橋　

先
生
方
も
皆
さ
ん
の

一
生
懸
命
さ
・
熱
心
さ
に
驚
か

れ
て
い
て
、
大
学
生
相
手
の
時

に
は
感
じ
る
こ
と
の
な
い
緊
張

感
を
も
っ
て（
笑
）、
皆
さ
ん
に

講
義
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

松
本　

矢
後
先
生
の
研
究
室

を
個
人
的
に
訪
ね
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
や
は
り
学
生
に
も

人
気
が
あ
り
、
皆
で
ワ
イ
ワ
イ

や
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
笑
い

声
を
聞
く
だ
け
で
心
が
晴
れ
や

か
に
な
り
ま
す
。
あ
の
優
し
さ

・
穏
や
か
さ
、あ
の
人
格
は
ど
こ

か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。い
つ
も
自
分
の
至
ら
な
さ

を
感
じ
て
終
わ
る
講
義
で
す
。

　

全
生
庵
の
平
井
正
修
住
職
、

こ
の
方
の
講
義
も
素
晴
ら
し
か

っ
た
！　

こ
の
方
の
講
義
は
も

っ
と
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
を
観
て
、安
倍
総
理
大

臣
に
座
禅
指
導
を
さ
れ
て
い
る

方
だ
と
初
め
て
知
り
驚
き
ま
し

た
！　

　
「
江
戸
し
ぐ
さ
」
の
桐
山
勝

先
生
。
こ
の
先
生
に
は
「
弟

子
入
り
し
た
い
！
」
と
本
気

で
思
い
ま
し
た
。
普
段
、
巡

り
会
え
な
い
方
々
と
巡
り
会

わ
せ
て
く
だ
さ
っ
て
、「
文
京

生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
本
当

に
あ
り
が
た
い
学
び
の
場
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

中
高
体
育
祭
が
５
月
14
日
、
東
京
武
道
館
（
足
立
区
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
雨
宮
正
典
副
校
長
の
開
会
宣
言
の
後
、
優
勝
旗
返

還
、
楚
山
真
彩
体
育
祭
実
行
委
員
長
（
高
３
楓
）
と
三
役
の
村
山

優
子
さ
ん
（
中
３
栗
）
の
生
徒
宣
誓
と
続
き
、
い
よ
い
よ
競
技
が

ス
タ
ー
ト
！　

午
前
中
は
50
ｍ
走
を
皮
切
り
に
10
種
目
、
午
後

は
８
種
目
の
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
２
全
員
に
よ
る
文
京
学
院
伝
統
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
「
ミ
ッ
キ

ー
」
で
は
、
応
援
席
の
生
徒
た
ち
も
一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。
中
３

の
集
団
演
技
は
、
３
色
の
布
を
利
用
し
て
優
雅
な
「
オ
ー
ロ
ラ
」

を
表
現
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
「
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
決
勝
」
で

は
、
大
声
援
の
中
、
選
手
た
ち
は
精
一
杯
走
り
切
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
中
３
・
高
３
の
ブ
ル
ー
ブ
ロ
ッ
ク
が
優
勝
！

　

以
下
、
各
結
果
で
す
。

文
京
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
京
ギ
ャ
ラ
リ
ー

写
真
提
供

＝
ス
タ
ジ
オ
・
ト
ナ
ミ

中
高

体
育
祭

受
講
者
の
要
望
で
「
文
京
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」
誕
生

雰
囲
気
の
良
さ
が
「
学
び
」
を
深
め
る

「
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
」
無
上
の
喜
び

高高
高

高

　

高

　　

　

　

　

　

　

高

　

　

　
　

受
講
者
と
企
画
者 

相
乗
効
果
で
成
長

今
後
は
「
深
く
継
続
性
の
あ
る
科
目
」
も
企
画

五
十
音
順

本文の黒を95％にすること

島田センター長
（理事長）

川崎さん

石橋さん

松本さん

高橋さん

大橋さん

ブロック別得点
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ｔｏｍｏちゃん
4コマ漫画スタート！
ｔｏｍｏちゃん

4コマ漫画スタート！
　文京学院のキャラクター、
tomoちゃんを広く知ってい
ただくことを目的に、今月号
からtomoちゃん4コマ漫画
を連載します。担当は、本校
CIP（コミック・イラストレー
ション・ピクチャーブック）
部の高校生たち。自ら企画か
ら制作までこなした第1回で
す。試験の都合で、掲載をお
休みする号もあるかもしれ
ませんが、どうぞ温かく見守
り、応援をよろしくお願いい
たします。詳細は「tomoち
ゃんブログ」で検索を。

Green Spirits
松
村
和
子

　

中
学
サ
ッ
カ
ー
部
と
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
関
東
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。
一
足
早
く
行
わ
れ
た
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
関
東
大
会
で
は
、
見
事
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。 サ
ッ
カ
ー
部
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
大
活
躍
！

3
キ
ャ
ン
パ
ス
入
学
式
盛
大
に

関東大会予選・共栄学園戦で熱い闘い
（写真提供＝バレーボール部保護者）

橋
本
さ
ん　

表
彰
状
を
胸
に

中
学
サ
ッ
カ
ー
部
初
の
「
関
東
大
会
」
へ
！

高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
「
関
東
大
会
準
優
勝
」
！

　

4
月
5
日　

中
学
校

　

都
内
女
子
校
で
初
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
認
定
を
文
部
科
学
省
か
ら
受
け
て
い
る
本
校
と
、
科
学

分
野
で
教
育
提
携
を
結
ぶ
タ
イ
王
国
プ
リ
ン
セ
ス
・
チ
ュ
ラ
ボ
ー
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

（
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）・
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
校
（
以
下
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
の
生
徒
・
教
員
が
両
校

の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
来
校
し
ま
し
た
。

高
校

Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）便
り
⑬

大
学

高
校

大
学

大
学

ア
ー
ス
デ
イ
東
京
２
０
１
４

タ
イ
王
国
か
ら
１４
名
が
来
校

文
京
学
院
生
が
野
菜
代
行
販
売

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
来
校

４
月
２１
日

サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ェ
ア

４
月
２２
日

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が

　

課
外
授
業

４
月
２３
〜
２５
日

　

４
月
21
日
、Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
一
行

14
名（
生
徒
10
名
、教
員
４
名
）

が
本
校
に
到
着
。
佐
藤
芳
孝
校

長
、
南
部
和
彦
中
学
代
表
は
じ

め
多
く
の
教
員
が
一
行
を
出
迎

え
て
、挨
拶
と
学
校
紹
介
を
行

い
、１
年
理
数
ク
ラ
ス
の
生
物

の
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
着
物
着
付
け
体
験

を
楽
し
み
、
日
本
文
化
に
触
れ

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
サ
イ
エ
ン
ス
・

フ
ェ
ア
」
を
実
施
。
午
前
は
、

サ
イ
エ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
称
し
て
、
４
科
目
５
分
野

（
物
理
・
化
学
・
材
料
化
学
・

数
学
・
情
報
）
の
大
学
教
授
を

招
き
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
生
徒
10

名
と
、
本
校
高
２
・
３
年
理
数

ク
ラ
ス
87
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

学
び
た
い
科
目
を
選
択
し
、
次

の
教
授
の
講
義
や
実
験
に
参
加

し
ま
し
た
。
★

東
邦
大
学
理
学

部
化
学
科
・
菅

井
俊
樹
准
教
授

★
工
学
院
大
学

工
学
部
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
学

科
・
木
村
雄
二

教
授
★
本
学
経

営
学
部
経
営
学

科
・
喜
多
見
康

教
授
★
東
京
理

科
大
学
理
学
部

数
学
科
・
清
水

克
彦
教
授
★
お
茶

の
水
女
子
大
学
理

学
部
物
理
学
科
・

森
川
雅
博
教
授
。

　

各
教
室
で
の
講

義
・
実
験
は
ほ
ぼ

全
て
英
語
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

両
校
の
生
徒
は
楽
し
み
な
が
ら

熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
。
両
校
合
わ
せ
て
、

約
35
テ
ー
マ
の
英
語
の
ポ
ス

タ
ー
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
い
っ
ぱ
い
に
記
さ

れ
た
実
験
デ
ー
タ
の
図
や
グ

ラ
フ
の
他
、
補
足
の
フ
ァ
イ

ル
資
料
を
基
に
、
両
校
の
生

徒
た
ち
は
個
々
の
研
究
成
果

を
一
生
懸
命
に
発
表
し
ま
し
た
。

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
講
師
を
務
め
た
各
大
学
教

授
も
発
表
を
聞
き
、
終
了
後

の
講
評
で
生
徒
た
ち
の
健
闘

を
称
え
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
の
ウ
エ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

両
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
代

表
的
な
踊
り
や
歌
を
披
露
。

本
校
は
、
ソ
ー
ラ
ン
節
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日

本
文
化
紹
介
の
一
環
と
し
て
習

字
・
あ
や
と
り
・
折
り
紙
・
空

手
な
ど
を
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
生
徒
た

ち
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
科
学
未
来
館
、

清
水
建
設
技
術
研
究
所
な
ど

を
見
学
。
４
日
目
は
、
本
校

と
教
育
協
定
を
結
ぶ
工
学
院

大
学
ツ
ア
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
六
義
園
散
策

後
に
浅
草
を
観
光
。
日
本
で

の
５
日
間
を
満
喫
し
た
Ｐ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
一
行
は
、
さ
ら
な
る
本

校
と
の
交
流
を
希
望
し
て
、

帰
国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

ア
ー
ス
デ
イ

元気な１年生たち

野菜代行販売に燃えるメンバー
（左から２人目が徳野さん）

　

日
本
最
大
級
、
市
民
に
よ
る

地
球
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ア
ー

ス
デ
イ
東
京
２
０
１
４
」
が
、

「
こ
の
地
球
（
ほ
し
）
の
声
に

耳
を
す
ま
そ
う
。」
を
テ
ー
マ
に
、

４
月
19
・
20
日
、
代
々
木
公

園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ．
Ｗ．
ニ
コ
ル
氏
を
実
行
委

員
長
と
し
て
、
毎
年
２
日
間
で

10
万
人
が
来
場
す
る
同
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
。
今
年
は
、
様
々

な
社
会
的
課
題
に
取
り
組
む

54
企
画
と
別
日
程
８
企
画
が

揃
い
、
他
に
80
を
越
え
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
、
30
を

越
え
る
協
賛
企
業
が
ブ
ー
ス
を

出
展
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

今
年
は
「
ア
ー
ス
デ
イ
東
京
」

史
上
、
最
大
規
模
を
誇
る
４
０

０
を
越
え
る
出
店
ブ
ー
ス
数
と

な
り
ま
し
た
。
本
学
環
境
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
の
学
生
た

ち
は
、
福
島
の
原
発
事
故
に
よ

り
風
評
被
害
を
受
け
た
郡
山
市

逢
瀬
町
の
農
家
の
方
々
が

生
産
す
る
野
菜
代
行
販
売

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
大
活

躍
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
細
谷
貴
史
さ

ん
、
星
野
麗
音
さ
ん
、
高

橋
孟
子
さ
ん
ら
も
駆
け
つ

け
、
後
輩
を
激
励
し
ま
し

た
。

　

同
ブ
ー
ス
代
表
の
徳
野

朱
里
さ
ん（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
社
会
学
科
３
年
）は
、

授
業
の
一
環
で
あ
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
タ
デ
ィ
ズ
で
、国
際
青
年

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「A

SEED 
JAPAN

」で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
ご
縁
で
、
同
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
企
画

し
た
「
ワ
カ
モ
ノ
×
ミ
ラ
イ
」

ブ
ー
ス
の
装
飾
を
担
当
。「
そ

の
一
角
で
、
私
た
ち
学
生
が
野

菜
の
代
行
販
売
を
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
文
京
学
院
ブ
ー

ス
は
、
み
ん
な
が
作
っ
て
く
れ

て
、
仲
間
の
あ
り
が
た
さ
を
実

感
し
ま
し
た
！
」
と
感
謝
。

　

高
校
時
代
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
興
味
が
あ
っ
た
徳
野

さ
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
チ
ャ

ン
ス
に
恵
ま
れ
ず
、
文
京
学
院

生
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
一
念
発
起
し
、
環
境
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
に
入
り
ま
し
た
。

「
２
年
生
で
中
山
ゼ
ミ
に
入
っ

て
か
ら
、
も
う
こ
こ
で
の
活
動

に
ド
ッ
プ
リ
と
は
ま
り
ま
し
た
！

　

今
で
は
大
学
生
活
が
本
当
に

充
実
し
て
い
ま
す
！
」
と
輝
く

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

同
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
谷
戸
蘭
さ
ん

は
、「
日
本
の
若
者
の
80
％
は
、

日
本
の
未
来
を
良
く
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
さ
ら

に
そ
の
80
％
は
自
分
の
活
動
で

は
世
界
は
変
え
ら
れ
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
決
し
て

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
若
者

の
力
で
未
来
は
変
え
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
た
く
て
、
こ

の
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。
文

京
学
院
生
の
活
動
は
素
晴
ら
し

く
て
、
お
誘
い
し
て
良
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
度
、
学

生
の
皆
さ
ん
が
挑
戦
し
て
い
る

田
植
え
に
も
参
加
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。『A

SEED 
JAPAN

』
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
運

営
・
経
営
に
も
大
学
生
が
関
わ

れ
る
こ
と
が
特
色
で
す
。
現
在
、

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
期
待
し

ま
す
」。

　

文
京
学
院
ブ
ー
ス
か
ら
は
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！　

福

島
野
菜
、
お
い
し
い
で
す
よ
！
」

の
元
気
な
声
が
絶
え
間
な
く
響

き
渡
り
、
多
く
の
来
場
者
が
野

菜
を
購
入
。
一
期
一
会
の
相
手

に
、
学
生
一
同
、
心
を
込
め
て

対
応
し
ま
し
た
。

　

本
学
教
員
陣
に
よ
る
「
総
合

研
究
所
共
同
研
究
発
表
会
」
が

５
月
10
日
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
採
択
さ
れ
、

１
年
間
に
わ
た
り
共
同
研
究
に

取
り
組
ん
で
き
た
21
チ
ー
ム
の

各
代
表
が
４
会
場
で
本
学
関
係

者
を
前
に
、
研
究
成
果
や
課
題

な
ど
に
つ
い
て
発
表
。

　

例
え
ば
中
山
智
晴
人
間
学
部

教
授
は
、
小
泉
博
明
外
国
語
学

部
教
授
を
主
任
研
究
者
、
島
田

　

子
学
園
長
は
じ
め
７
名
を
研

究
分
担
者
と
す
る
チ
ー
ム
の
代

表
と
し
て
、「
人
間
共
生
学
の

構
築
と
展
開
Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に

発
表
。
こ
れ
は
、
本
学
の
建
学

の
精
神
で
あ
る
「
共
生
」
と
は

何
か
に
つ
い
て
問
い
直
す
研

究
で
、
地
球
規
模
で
の
課
題
を

取
り
上
げ
、
そ
の
解
決
を
図
る

共
生
の
思
想
や
、
人
権
思
想
の

方
向
づ
け
を
行
う
も
の
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
「
人
間

共
生
学
」
を
構
築
し
、
そ
の
研

究
成
果
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

本
学
に
お
い
て
「
共
生
の

心
を
育
む
教
育
の
推
進
」

を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

　

各
会
場
の
司
会
は
、
櫻

山
義
夫
同
研
究
所
所
長
・

外
国
語
学
部
教
授
は
じ
め

各
学
部
長
。

　

川
邉
信
雄
学
長
も
、
共

同
研
究
者
に
よ
る
「
マ
ン
ガ
・

ア
ニ
メ
に
み
る
日
本
文
化
」
に

続
き
、「
日
本
と
ト
ル
コ
の
経

済
関
係
」
を
テ
ー
マ
に
最
終
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
各
発
表
の

後
に
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
各
研
究
内
容
が

深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

共同研究者と共に質疑応答に臨む川邉学長

「GreenSpirits」

松村 和子 副学長

「
総
合
研
究
所
共
同
研
究
発
表
会
」
活
発
に

プロが支えるふじみ野での学び

　

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

看
護
学
科
の
新
設
で
、

一
層
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

の
緑
も
濃
く
な
り
、
授

業
も
前
期
の
半
ば
に
差

し
掛
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
よ
り
、
思

い
が
け
な
く
副
学
長
と

い
う
重
責
を
拝
命
し
、

右
往
左
往
し
て
い
ま
す

が
、
無
事
に
学
年
暦
が

進
行
し
て
お
り
ま
す
の
も
、

ひ
と
え
に
皆
様
方
の
お

力
の
賜
物
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ

ス
の
特
色
は
、
２
学
部

の
若
い
学
生
だ
け
で
は

な
く
、
時
に
は
併
設
幼

稚
園
の
園
児
た
ち
、「
ふ

ら
っ
と
文
京
」
に
集
う

２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と

保
護
者
の
皆
さ
ん
、「
地

域
連
携
セ
ン
タ
ーBIC-

S

」
に
来
ら
れ
る
様
々

な
年
代
の
方
々
な
ど
、

集
う
人
た
ち
が
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。　

　

こ
の
方
々
の
安
全
と
快
適
な

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
は
、
学
生

の
勉
学
を
支
え
る
教
員
に
加
え

て
、
各
部
署
の
事
務
局
、
バ
ス

の
運
行
、
学
生
食
堂
の
運
営
、

健
康
管
理
、
清
掃
そ
の
他
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
そ
の
道
の

プ
ロ
の
方
々
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の

関
係
者
の
皆
様
が
、
滞
り
な
く

毎
日
を
過
ご
せ
る
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
最
善
を
尽
く
す

方
々
の
努
力
と
連
携
に
よ
っ
て

だ
と
思
い
ま
す
。
な
に
か
困
難

な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

忌
憚
な
く
意
見
を
述
べ
合
い
、

改
善
策
を
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
、
私
も
そ
の
一
員
と

し
て
ご
一
緒
に
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス

の
特
色
の
二
番
目
に
は
、

学
内
の
授
業
や
国
家
試
験

に
向
け
て
の
猛
勉
強
だ
け

で
な
く
、
大
学
認
証
評
価

で
も
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
た
地
域
と
連
携
す
る
各

セ
ン
タ
ー
の
活
動
、
学
校

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
海

外
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ

な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
を
飛
び

出
し
て
実
地
で
学
習
す
る

と
い
っ
た
学
科
の
特
色
に

よ
っ
て
、
多
彩
な
学
習
形

態
を
と
る
と
い
う
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
、
日
本
の
高
等
教
育

政
策
は
、
先
の
全
学FD/

SD

で
も
話
題
に
な
っ
た

よ
う
に
、IR

（Institu
tional Research

）
を

活
用
し
て
、
教
育
の
質
保

証
を
す
る
段
階
に
来
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
多
彩

な
学
修
活
動
を
い
か
に
評

価
し
、
質
保
証
す
る
か
は
大
変

に
難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
学
教
育
は
、
日
々

進
化
す
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
。

我
々
教
職
員
一
同
が
、
少
し
で

も
よ
り
良
い
教
育
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
協
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「創立90周年記念事業募金」寄付者芳名録 平成25年（2013年）10月1日～平成26年（2014年）4月30日

【募金件数】団体9件、個人45件、合計54件　
【募 金 額】１６,６５５,２８０円
【募金総額】52,991,590円

　文京学園創立90周年を今年の10月23日に控え、温
かいご支援を受け賜りました皆様に心より感謝申し
上げます。2013年10月1日より、2014年4月30日まで
のご寄付を対象に、本紙でご芳名を掲載させていた
だきます。掲載は五十音順となります。
　なお、平成24年（2012年）4月1日に募金を開始させ
ていただきましてから、皆様から賜りました募金総
額は、2014年4月30日現在52,991,590円となります
ことをご報告させていただきます。

　団体　
あやめ会/おしゃれＢｕｎｋｙｏ/外国語学部・短期大学同窓会/鏡友会/経営学部櫻澤ゼミナールOG・OB

会（櫻文会）/株式会社日本カタロゴス/ふじみ野会/文京学院校友会/三医志会

　個人　
青木和子様/阿部征子様/阿部哲朗様/泉奈緒様/伊藤啓輔様/今村律子様/岩下佳世乃様/上野小

由里様/鵜浦裕様/大窪貴久江様/大久保久美子様/大島さおり様/小川眞由美様/川邉信雄様/公野

勉様/小竹郁子様/小林愛子様/小松博義様/小宮久枝様/齋藤さき様/坂田淳様/櫻澤仁様/佐藤克

広様/佐藤良二様/島田恭子様/島田順子様/菅原寛子様/菅原真知子様/鈴木美津子様/匠春香様

/武信秀生様/筒井勝様/椿まゆみ様/豊田江里佳様/中川早紀様/野本ヤス子様/　原さぎり様/原幸

子様/福山峰子様/星野美麗子様/町田美津子様/望月径子様/元藤陽子様/　川直美様/匿名1名

穐 蘓
ご寄付ありがとう
ございます！
心より感謝
申し上げます。

　

４
月
30
日
号
３
面
「
星
有
紀
先
生
」
の
所
属
は
、「
作

業
」
で
は
な
く
「
看
護
」
で
す
。

　

こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　

５
月
６
日
、

武
蔵
野
陸
上
競

技
場
で
開
催
さ

れ
た
「
第
19
回

全
日
本
女
子
ユ

ー
ス(

Ｕ-

15)

サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
・
東
京

都
予
選
大
会
」

に
お
い
て
、
中

学
サ
ッ
カ
ー
部

が
第
５
位
と
な

り
、
東
京
第
五

代
表
と
し
て
関

東
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

準
々
決
勝
に

て
、
ラ
イ
バ
ル
十
文
字
の
底
力

の
前
に
屈
し
、
残
り
１
枚
の
切

符
を
か
け
て
、
５
位
決
定
戦
に

挑
み
ま
し
た
。
初
戦
のFC 

Belta

戦
で
は
、
先
制
さ
れ
万

事
休
す
か
と
思
わ
れ
た
試
合
終

了
間
際
、
交
代
で
入
っ
た
清
家

桜
子
選
手
（
２
栗
）
が
同
点
ゴ

ー
ル
を
決
め
、
延
長
戦
と
な
り

ま
し
た
。
延
長
３
分
、
コ
ー
ナ

ー
キ
ッ
ク
を
渡
邉
仁
湖
選
手

（
３
栗
）
が
身
体
ご
と
押
し
込

み
、
２
―
１
で
勝
ち
越
し
、
試

合
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
第
五
代
表
決

定
戦
。
相
手
はINAC

多
摩

川
。相
手
も
関
東
出
場
を
か
け

て
、全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
き
ま

し
た
。激
し
い
試
合
と
な
り
ま

し
た
が
、
開
始
早
々
、
本
校
の

波
状
攻
撃
か
ら
、
野
田
秋
樺
選

手
（
３
桃
）
が
渾
身
の
力
を
こ

め
て
放
っ
た
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま

り
、
１
―
０
。
そ
の
後
は
一
進

一
退
の
攻
防
が
続
き
ま
し
た
が
、

走
り
勝
つ
こ
と
が
で
き
、
無
失

点
の
ま
ま
勝
利
を
つ
か
み
ま
し

た
。「
山
田
監
督
に
関
東
大
会

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
」
―
―

ピ
ッ
チ
に
立
っ
た
選
手
た
ち
の

強
い
思
い
が
、
本
校
中
学
サ
ッ

カ
ー
部
に
、
新
し
い
歴
史
を
刻

み
ま
し
た
。
関
東
大
会
は
次
の

日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
応

援
を
！

★
１
回
戦
＝VS

白
岡LSC

（
埼
玉
）、
６
月
14
日（
土
）
草

津
温
泉
本
白
根
第
五
グ
ラ
ン
ド

11
時
キ
ッ
ク
オ
フ

★
２
回
戦
＝VS

横
須
賀

シ
ー
ガ
ル
ズM

EG

（
神
奈

川
）、
６
月
15
日
（
日
）
同
グ

ラ
ン
ド
10
時
半 

キ
ッ
ク
オ
フ

　

床
爪
克
至
顧
問
談
「
草
津
で

２
勝
し
、
ベ
ス
ト
８
に
な
れ
ば
、

全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま
す
。

　

山
田
ゆ
り
香
監
督
は
、
現
日

本
女
子
代
表
の
大
儀
見
優
季
選

手
、
岩
清
水
梓
選
手
と
中
学
時

代
に
、
有
吉
佐
織
選
手
と
は
大

学
時
代
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
し

て
ピ
ッ
チ
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

仲
間
が
代
表
で
活
躍
す
る
中
、

山
田
監
督
は
指
導
者
と
し
て

の
道
を
歩
み
、
本
校
中
学
サ

ッ
カ
ー
部
監
督
就
任
４
年
目

で
激
戦
の
東
京
を
勝
ち
抜
き
、

関
東
大
会
に
選
手
た
ち
を
導

き
ま
し
た
。

　

次
は
全
国
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
！
」

　

５
月
４
・
11
日
、
十
文
字

高
校
他
で
行
わ
れ
た
「
東
京

都
春
季
大
会
（
兼
関
東
大
会

予
選
）」
で
、
本
校
は
準
々
決

勝
（VS

駿
台
学
園
）、
準
決

勝
（VS

共
栄
学
園
）
と
勝
ち

進
み
、
決
勝
戦
で
下
北
沢
成

徳
に
惜
敗
。

　

そ
の
結
果
、
準
優
勝
校
と
し

て
、「
第
68
回
関
東
高
校
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」（
５
月

31
日
・
６
月
１
日
、笠
松
運
動

公
園
体
育
館
・
茨
城
県
ひ
た
ち

な
か
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
）

へ
！　

21
年
連
続
22
回
目
の
関

東
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
増
穂
商
業
（
山

梨
）
戦
、柏
井(

千
葉)

戦
で

と
も
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
、

２
日
目
へ
。
第
１

試
合
の
西
邑
楽

（
群
馬
）
を
破
り
、

準
決
勝
・
川
崎
橘

（
神
奈
川
）
戦
で

も
勝
利
。
決
勝
の

春
日
部
共
栄
（
埼

玉
）
戦
で
１
セ
ッ

ト
を
取
り
ま
し
た

が
、本
校
は
僅
差

で
敗
れ
、
準
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
日
程
は

以
下
の
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京

都
予
選
」
で
、
６
月
22
日
に
「
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
」
出
場
校
が
決
ま

り
ま
す
。
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

以
下
、
そ
の
日
程
で
す
。

★
６
月
15
日（
日
）
於
・
筑
波

大
附
属
高
校
、
10
時
開
始

★
６
月
22
日
（
日
）
於
・
日

本
体
育
大
学 

世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
（
ベ
ス
ト
４
チ
ー
ム
）、

10
時
開
始
、
第
１
試
合
＝
準

決
勝
、
第
２
試
合
＝
決
勝
、
３

位
決
定
戦
。

保健医療技術学部／大学院保健医療科学研究科

下村教授が「福見秀雄賞」受賞

大学院保健医療科学研究科OB

橋本さんが「生物試料分析科学会」で「優秀発表賞」

中高

　下村弘治・保健医療技術学部臨床検査学
科長・教授／保健医療科学研究科教授が「第
33 回福見秀雄賞」を受賞しました。これは、
栄研化学株式会社（黒住忠夫取締役会長）
の支援のもと、公益財団法人 黒住医学研
究振興財団（中谷林太郎理事長）が、毎年

「臨床検査ならびに衛生検査領域に半生を
捧げ、技術の開発・向上に努力し、後進の
指導・育成に貢献した方々」を表彰する歴
史ある賞です。今年度は 15 名の推薦があり、

2 月 21 日の選考委員会・理事会における審議の結果、下村教授はじ
め 5 名の受賞者が決定しました。
　5 月 30 日、東京會舘で行われた贈呈式に、同賞受賞者と、「第 49
回小島三郎記念技術賞」（臨床検査ならびに衛生検査領域における検
査技術の普及・発展への功績）を受賞した 5 名が出席。同財団の河
合忠副理事長より、個々に賞状・盾・目録が贈呈されました。下村
教授は、和子夫人と共に栄えある式に臨みました。
　下村教授は「福見秀雄賞」受賞者を代表して、「名誉ある賞をいた
だき、身に余る光栄と感謝の気持ちでいっぱいです」と感謝。さらに、

「臨床検査技術の発達の過程で、多くの方々と共に仕事をし、学べた
ことは大きな幸せです。現在は、臨床検査技師がチーム医療に参画
する時代のため、さらに専門的知識と活躍が求められています。こ
れからもさらなる臨床検査領域の発達を願い、後進の育成に努めて
いきます」と抱負を述べました。

　大学院保健医療科学研究科の橋本佳祐さん（この春卒業）が、「第24
回生物試料分析科学会年次学術集会」において「優秀発表賞」を受賞
しました。
　「臨床検査の発展と地域活性化～研こう技術・活かそう知識～」
を開催テーマに、3 月 1・2 日、鈴鹿医療科学大学（三重県）で開か
れた同集会で、50 の一般演題による発表が展開されました。
　橋本さんは、「蛋白存在下における微酸性電解水の短時間殺菌能 ( 消
毒効果 ) の検討」を演題に、現在普及している次亜塩素酸による消
毒の代替として、微酸性電解水を用いる研究について発表。次亜塩
素酸は強い刺激臭があることや、物を腐敗させる問題があり、人体
にも有害です。一方で微酸性電解水は臭いも弱く、肌にも使用でき
るため、橋本さんはこの研究の有効性を予測しました。微生物研究
室（古谷信彦保健医療科学専攻主任・教授）で学んだ橋本さんは、
微酸性電解水が細菌に対してどれ位の効果があるのかという点に着
目。蛋白存在下という条件のもと、次亜塩素酸との比較検討を繰り
返しました。その結果、微酸性電解水は次亜塩素酸と同じ消毒効果
を発揮することを確認。より低コストで高パフォーマンスな微酸性
電解水は、これからの消毒液として普及に値すると考えました。
　大学の4年間を通じて、軽音楽部で楽しみながら厳しい臨床検査技

師国家試験を突破し、大学院では個々の資質を見
極めて引き上げる力ある先生方の指導により、今
回の賞を受賞。現在、橋本さんは日本鋼管病院中央
検査科に勤務していますが、技師長も文京学院の
卒業生。先輩も活躍中で、「文京学院パワー」の凄さ
を感じる日々を送っています。その中で、「マルチ
で活躍できる医療技術者になる」ことを目標に、研
鑽を積んでいます。

………………………………………………………………………………

「福見秀雄賞」受賞者
代表挨拶をする下村教授

人
間
学
部
児
童
発
達
学
科
教
授

人
間
学
研
究
科
委
員
長

副
学
長

よ
り
質
の
高
い
教
育
の
た
め
に

「関東大会」出場を決めたメンバー

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
生
徒（
右
）も
発
表

折
り
紙
を
習
う

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
生
徒（
左
）
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文京学院は、平成26年10月23日に創立90周年を迎えます。

〈本郷キャンパス〉
　学校法人文京学園
　文京学院大学経営学部・外国語学部・
　保健医療技術学部／大学院／文京学院
　大学生涯学習センター
　〒 113-8668 東京都文京区向丘1-19-1
　☎大：03-3814-1661 生涯 03-5684-4816
　文京学院大学文京幼稚園　
　〒 113-0023 東京都文京区向丘 2-4-1 
　☎幼：03-3813-3771

〈ふじみ野キャンパス〉
　文京学院大学人間学部・保健医療技術学部・
　大学院／文京学院大学ふじみ野幼稚園　
　〒356-8533 埼玉県ふじみ野市亀久保1196
　☎大 049-261-6488 幼 049-262-3806　
〈駒込キャンパス〉
　文京学院大学女子高等学校／文京学院
　大学女子中学校
　〒 113-8667 文京区本駒込 6-18-3　
　☎03-3946-5301
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